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つううんかんりけいえいがいし 々 通運管理経営会社 (フ あるパリ市内の鉄道所属荷数所(152 筒所)の業務の管理!を委託

ラ ンス) (仏) Soci騁� de Contr�le et d'Exploitation de Tran- されている。セタは，契約にしたがって，荷主から受取る現金

sports Auxiliaires (SCETA) 7 ラ γスにおける代表的な通 をすべて一旦ナショナノレ鉄道に納入し， ナショナノレ鉄道は契約

巡会社で， 7 ラン ス ・ ナ γ ョナノレ鉄道の子会社として 1942 ・ 1 ・ l に定められた下請料金を報酬としてセ タに支払う (7 ラ γスの

に設立された。資本金は 317 ，043 ，000 7 ラ γ(1953) , うちが~ 83 鉄道は，鉄道法により ， 駅から 5 km 以内の 5 千人以上の人口

% がナショナノレ鉄道の出資である。 の集ri" しているところでは， 荷主の戸口において，鉄道の自己

1 S. C. E. T. A. (セタ)の設立 1938 年の鉄道大統合と現 の責任で， 貨物の受渡しを行う。ナショ ナノレ鉄道は， こ の集配

在のナショナノレ鉄道の創立にともない， 旧鉄道会社の自動車闘 を通五I!会社に下総させる)。

係の子会社の合併の必要が生じ， 1942 ' 1 ・ 1 にこれが突到し，現 鉄道と連絡する道路運送事業全体に対する監俗は， 旅客様l係，

在のセタが設立された。セタは，旧子会組の各業務をひきつぐと 貨物関係の両方にわたっている。これらの地方業者が法規をま

ともに，その業務は鉱充された。すなわち， 道路輸送業務(通 もっているかどうかを監督し，さらに作業能率の政視，経蛍監

巡業務および旅客輸送をふくむ)の獄督および一部の直営であ 査，ナショナノレ鉄道がこれら業者に支払うべき報酬額の算定な

る。 1946 ・ 7 ・ 1 には，さらにパリ市内の迅速体制lに一大改革が加 どを行う。

えられ，セタはいちじるし く強化された。改革以前にあっては 4 投資活動 1953 年で 60，000 ，000フランであり ， ナショナ

セタは阻部鉄道管理局管内の業務のみ直営し，他の鉄道管旦n局 ノレ鉄道の了解をえて行われる。投資の対象はマノレセーユ ， スト

管内においては，フラソス宅扱巡送会社 F. T. D および自動車 ラスプノレグ，サ γ ・ チエ:/ ~，ノレーアン，メヅヅ ・ リモ ー ジュ

五li送会社S. T.A の行う業務の!J~if督にあたっていた。改革の結泉， ノレマンにおける巡.i'ili会社， 新コンテナー会社， フラ Yス ・ シェ

パリ市内と近郊の通巡業務のいっさいをセタが直也することと ンケノレ jl司会 ， 遊覧あ っ旋機関 (F. T. S ) ，国際旅客巡輸にあたる

なり ， セタの独占的地位は確立した。現在セ タの直営地域は， 諸会社など，多方凶1にあたっている。これらの投資はセタの益

パ リ ， リヨ γ，ボルドー， トウールーズ，ラロシェルである。 金によってまかなわれる。(竹中一雄)

2 tlIi 成 セタは形式上は独立した民間株式会社である

が，株式の約 83% をナショナノレ鉄道が所有し，管問委員会 12

名のメ γパーのうち，委員長，副委員長をふくむ 8 名がナショ

ナル鉄道の現職の高級駿員の兼務， さらに， 総支配人， 支配人，

ならびに各業務記長長もナ γ ョナノレ鉄道の職員があたっている。

全従業員約 3 干名のうち 2 千名が鉄道職員であり，ナ!ノョナノレ

鉄道から給与の支払をうけながら，セタの業務に従事している。

したがって， 形式的にはl1l立した民間会社というものの， 実質

的にはナ Y ョナノレ鉄道の 1 部局の観を塁している。このよ うな

事的は， ー 1(liにおいて ， この会社の管P.llを IUff.なものにしてい

るが， ナショナノレ鉄道としての公共的和伸1 1 と，民間会社として

もつt苦手 I1的能率約仰との結合をはかったものとして，セタ独特

の長所をうみだしている。

3 活 動 セ タの活動は， (1) 法律上ナ γ ョナノレ鉄道と

無関係な活動， (2) ナショナノレ鉄道との契約にもとづく活動，

(3) 他会社への投資活動，の 3 つからな っ ている。

法律上ナショナル鉄道と無関係な活動のおもなものは来合自

動車関係の業務(列車代行業務) =ttj並旅客輸送業務， 遊覧 ) 1]旅

客輸送業務)である。営通旅客輸送業務は，年間約 2 ，704 ，000 車

キロて"t;，る。もちろん，法律的にナショナノレ欽泊と無関係とは

いっても ， 鉄道社}線地i，g;を鉄道に結びつけ ， 鉄道と道路との協

問紛送をはかる上で大きな役割を来しているのであって， 鉄道

と競争関係にたつものではない。このほかに， 多数の迅巡業者

に車両の 1't付けを行 っ ているが， これも法律的にはナ γ ョナノレ

鉄道と無l具|係である。

ナショナノレ鉄道とセタとの聞には， パリ市内および近郊の通

巡業務に関する特別契約と，鉄道と ili絡する道路五li送業務の店主

督にi刻する一般契約とが結ばれている。前者にもとづく活動は，

セタの活動の中心をなすものであり，セタの収入の 55 % がこれ

による収入であり ， 1:':1 日リ1) 111数の 57 % ， 従業員数の 75 % がこの

活動に従事している。セタは，この外)ilí.迎業務と\li'iJ宴な l主!係の

参考文献 Expose de La Soci騁� de Contr�e et d' Exploi-

tation de Transports Auxiliaires_。

つうう んけいさんじぎょう 通達計算事業

1 ~主 義Li並ill計算1 とは通運事業者の需要に応じて，

通運から生ずるi首選i事業者間の債権債務の決済または依権の取

立をすることをいい ， L通運計算事業1 とは，営罪IJを目的とする

としないとを l\ljわず，通運計算を行う事業をいう(通運事業法

第 3 条)。

通巡事業は，その報酬の取得方法が他の企業に比べて多分に

特異性をもっている。すなわち元払 ・ 着払および周先まで元払

等いろいろな支払方法があるほか，取立金および立替金の関係

もあって短めて複雑で， 発地業者と着地業者との聞に依権fj'(務

の|刻係を生ずることが通例である。しかもこれら両者聞は地理

的に相互隔絶され直接精算することが困難であることから， 荷

受人よ り収受すべき ものは着地業者へ， 荷送人より収受すべき

ものは発地業者へその回収を委託する結果となり ， 発着両業者

|別に位権位務の以l係が生ずることとなる。そのうえ遜巡事業者

間の取引は全国的であり相手方も多数であるからこの関係は鈴

そうを版める。したがってこれら同業者聞における債権債務を

何等かの集約的手段によ っ て決済し，通迎坂引の安全をはかる

ことが必裂となる。この処理を通巡事業者の需要に応じてする

I)f業が通)\li計 Z):事業である。現在わが闘で‘は日本迅速株式会社

l 社がこれを行ってい る。

2 計算方式 通運計算の約款ともいうべき通運計算規程に

定められており ， 現在は交青|と取立計算の 2 極がある。

( 1) 交 計多くの業者聞に交錯する無数のfj'(権償務を通

量li計J'l:会社に集合した上，同社において l 業者ごとにその債権

債務の総傾について差引計算を行い，差傾(計算尻という)がそ

の業者の依権となったときは同社から債務店に代位して支払い ，

5'l務とな っ たときは同社が依権店に代位してそれを取り立てる

もので ， いわゆる集合差引計算で， 商法上の交互計算の高度化
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